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凡例

本表題集では、 2014年1月～同年12月に発表された一般論文、国際的会合のプロシーディング

ス、大学紀要に掲載された論文、解説、総説、図書、および博士、修士の学位論文を収録した。

(1) 論文は以下のように分類整理されている。

欧文論文には大文字の（A,B, C, D）、和文論文には小文字の（a,c, d）、学位論文には、欧文、和

文にかかわりなく小文字の Ce）が付せられている。

A-,a－：査読制度のある定期刊行雑誌に掲載された一般の論文。

B- ：国際的会合、 会議のプロシーディングス。

c-, c－：各大学（学部）および研究機関の発行する紀要に掲載された論文。ただし、大学（学

部）が発行する学術誌の内、他大学や研究機聞からの投稿も受理し、しかも査読制度

を実施している学術誌に掲載された論文はA－あるいはaーの論文の項に収録した。

D-, d－：解説、総説、図書（成書）。

e- ：博士、修士の学位論文。本学理工学部（自然科学研究科）で認められ、本学で授与さ

れたもの、および本学理工学部の教員が、本学での研究成果により他大学で授与され

た博士論文。



各論文番号と学系の関係は下表の通りである。

論文分類 物理学系 化学系 生物学系 地学系

A- 1-20 21-50 51-62 

B- 1-5 6-8 

c- 1 

a- 1-2 

c- 1 

d- 1・3 4・43

e- 1-30 （修士）

頁 頁

物理学系 A- 1 生物学系 A- 8 

B- 11 c- 12 

d- 13 

化学系 A- 4 

B- 11 学位論文（修士） e- ．．．．．．． 20 

a- 12 

c- 13 

d- 13 
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“Excitonic Photoluminescence from Nanodisc States in Graphene Oxides”， Daichi Kozawa, Xi 
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Phys. Chem. Lett., 5 (10), 1754-1759 (2014). 
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“Evaluation of hole-spin superposition in GaAs/AlGaAs quantum wells through time-resolved 
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Appl. Phys. Lett., 104, 252406 (2014). 
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“Correlated Optical and Magnetic Properties in Photoreduced Graphene Oxide”， Takaaki 
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